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Abstract  

ThepurposeofthispaperWaStOinvestlgateademandofcoachinginformationforuniversity  

athleticclub’scoaches．ThisinvestigationwasconcernlngWhatkindofcoachinginfomationabbut  

theplayerscoachesnecessitated，andhowtheyusedtheinformationcouected，  

45coachesofTheUniversityofTsukubaservedasthesubjects，Thequestionnaireconsisted  

Of321itemsonphysicalinformations，pSyCOlosicalinformations，teChnicalinformationsandcircum－  

StanCe and othersinformations．  

Theresultsobtainedinthisinvestigationweresummarized asfo1lows：  

（1）Informationonplayer’shealthwasnecessitatedespeciallyinPhysicalInformations．  

（2）ThecoachesnecessitatedPsychologica11nformationstograspthePsychologicalcharactersof  

athletes and members ofclubs．   

〔3〕1nformationofknowledgeandrecognitionabouttactics，Strategy，grOundconditionandsoon  

were necessitatedin technicalinformations．   

（4）Coachesshouldcollectcircumstanceandothersinformationcoveringwidearea．  

（5）Thecoachesutilizedmostofthecoachinginformationsthattheyrecognizedthenecessityinthe  

questionnaire，  

〔6）Anobservationandaconversationorinterviewoccupiedmostofthemethodsforcollecting  
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informations．   

（7〕Coachesshouldcollectdifferentinformations，dependingonsportevents．  

〔8〕Experienced coaches utilized coachinginformations more effectively theIllesseXPerienced  

COaChes．   

緒 言  
1．スポーツ情報とは   

近年，スポーツや体育にかかわる論文や研  

究報告の中で，スポーツ情報（SPORTS－IN  

FORMAT10N〕という言葉が多く聞かれる  

ようになった。1967年に成田注1）ほ≡F〉＋亡 ッパ  

のスポーツ情報活動を紹介し，我国において  

もその活動のための早急な組織作りが必要で  
あると提唱している。また1976年にほ正木2〉  

が体育・スポーツ情報センター設置のための  

条件について研究報告を行なっている。   

情報科学によれば，情報とは「発信者と受  

信者の間で伝達される記号とその系列のすべ  
て3〉」とか「人間の五官めがけて外部から送ら  

れてくるすべての刺激もしくは信号4）」と定  

義されているが，スポーツ情報をこれになら  

えば「スポーツおよびそれに関わる諸現象か  

ら人間が受け取る記号およぴその系列のすべ  

て」と定義される。   

この考えlこ立ってスポーツ情報の領域を追  

求してみると，図書館学的・書誌学的な立場  

でいうスポ【ツ・ドキュメソテーションや，  

競技会の成果や開催日程等を告知するメディ  
アを使ってのパブリシティ，新聞，ラジオ，  

テレビ等の報道，プレーヤーの指導・育成に  

必要な科学的知見や，指揮・統率，戦術・戦  

略等に関わる情報など，多岐多様にわたるこ  

とが予想される。このように考えると，スポー  

ツ情報の受け手というものは，指導者や研究  

者，スポーツ実践者，行政・組織等の関係者  

から，一般にフアンと呼ばれるスポーツ非実  

践者にも存在するといえる。〔図1）  

2．コーチング情報とは   

スポーツのコーチ（監督・コーチ）は，プ  

レーヤーやチームを指導・育成し，競技面に  

おいても良い成績を挙げさせることを重要な  
仕事としている。この目的達成のためにコ】  

チはさまざまな情報を入手し，整理し，利用  

している。例えば，プレーヤーのコンディショ  

ン，技術のレベル，性格等を知ることや，相  

手チームや70レーヤーの長所，短所，戦術等  

に関する情報を入手することなどである。こ  

のような，コーチがその活動に際して，入手  

し，利用すべき情報，すなわちコーチが把握  

Lておくべき情報を，コーチング情報と呼ぷ。   

でほ，このコーチング情報にはどのような  

種類の情報が含まれるのであろうか。現実に  

コ【チは，経験や勘，あるいは実験，測定，  

調査，観察等の科学的手法によっで情報を集  

め，時や場所に応じてそれを利用し，指導，  

育成に役立てているであろう。そのために体  

力測定のためのチェックシート ，あるいほス  

ポーツマソ用の性格検査法なども考案されて  
いる。しかし，コーチングiこ必要な情報には，  

プレーヤーの能力や対戦相手の分析のみなら  

ず，競技場の形状や施設のことから，気象条  

件に至るまで，さまざまな項目が考えられる。  

そこで本研究は，このコーチング情報という  

ものを総合的にとらえ，その種類を明らかに  

しようとした。   

コーチング情報に含まれる項目を整理，分  

類してみると，囲2のようになると考えられ  

る。施設などの人工的環境と天候などの自然  

的環境を含む環境的情報，プレーヤーや指導  

スタッフに関する自チ【ムあるいほ他チーム  

の情報ほ人間的環境，そして，コーチング理  

論や大会スケジュrルなどのその他の情報の  

3つに大きく分類できると考えられる。   

今回は，これらのコーチング情報のなかで  

も，コーチが最初に把撞しておけなけれほな  
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らない自分の指導するプレーヤーに関する情  

報に焦点をあてた。  

目 的   

本研究ほ，コーチング情報のなかの自チー  

ムのプレーヤーに関する情報について実態調  

査を行ない，その種類と利用傾向を知ること  

によって，課外活動の一環として位置づけら  

れる大学体育会系運動部のコーチングに必要  

なプレーヤーに関する情報を明らかにしよう  

とすることを目的として行なわれた。  

方 法   

まず，プレーヤーに関する情報の分類を試  

みた。プレーヤーのパフォーマンスを形成す  

るものは，心・技・体といわれる心理的適性，  

技能，身体的適性が挙げられるが，その他に  

プレーヤーを取り巻く生活の環境などの社会  

的要因も無視できないと考えられる。そこで，  

プレーヤーに関する情報を身体的側面に関わ  

る情報，心理的側面に関わる情報，技能的側  

面に関わる情報，そして生活，環境，その他  

の情報，の4つに分類した。（園3）そして，  

これらの分類に基づいて項目抽出の作業を行  

なった。項目抽出にあたってほ，指導書，資  

料等の検索，監督・コーチへの面接などによっ  

た。その結果，約500項目の情報が抽出され，  

これらの項目によってプリテストを実施し  

た。そして，最終的に321項目を選定し，本  

調査のための質問紙を作製した。   

質問紙の形式は，321項目それぞれについ  

て必要と思うものには○を，また特に必要と  

思うものに◎を記入し，同時にそれらの項目  

で実際に利用Lているものにも回答を求め  

た。さらに，4つの分煩ごとに情報の収集方  

法についても回答を求めた。   

調査の対象ほ筑波大学体育系運動部の監  

督・コーチ45名とした。   

調査の期日は昭和57年6月とした。   

結果と考察  

1．必要度と利用度について   

回答の集計にあたっては，必要かどうかを  

たずねたものを必要度，利用状況をたずねた  

ものを利用度とし，○を1点として得点化し  

た。なお，必要度の◎は2点として換算した。  

1）身体的側面をこ関わる情報   

身体的側面に関わる情報のなかで必要度お  

よび利用度の高かった項目をみてみると（表  

1），まず，必要度の高得点項目に「故障の有  

無およぴその箇所」，「疾病の有無およびその  

箇所」といった健康面に関する情報があがっ  

ているのが注目される。以下に「背筋力」，「敏  

捷性の優劣」，「身長」，「体重」といった身体  

的能力や体格に関する情報の項目が並んでい  

るが，この結果から，監督・コーチにとって  

プレーヤーの健康状態というものが最も重要  

な情報となるのではないかと推察される。   

利用度についてほ，若干の順位の違いはあ  

るが，必要度の高い項削こついては利用度も  

高くなっている傾向がみられる。必要性を感  

じている情報については利用するということ  

は当然の結果ではあるが，入手しやすい情報  

と入手しにくい情報というように，収集方法  

の難しさというものも影響してくるであろ  

う。   

2）心理的側面に関わる情報   

心理的側面に関わる情報については（表  

2），必要度において「リーダーシップ」，「持  

久性，忍耐力」，「勝利欲求」，「自己統制力」，  

「従順性」といった項目の得点が高くなって  

いる。「持久性，忍耐力」，「勝利欲求」などの  

情報については，競技プレ【ヤ【として把握  

しておかなければならない不可欠な項目であ  

るが，「リーダーシッ7D」，「従順性」，あるい  

は「対人的知能」といった情報については，  

プレーヤーとして必要な情報というとらえ方  

と同時に運動部の構成員のひとりとして把握  

すべき情報というとらえ方ができよう。例え  

ば，陸上競技，柔道，剣道，競泳といった個  
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人の競技力で勝敗を争う種目のプレーヤに  

とって，「リーダーシップ」や「従順性」といっ  

た情報は直接関連を持たないであろう。しか  

し，運動部という集団のなかiこおいては欠く  

ことのできない情報であると考えられる。こ  

のため，心理的側面に聞わる情報については，  

当該種目のプレーヤーとして必要な項目と運  

動部の構成員として必要な項目というよう  
に，両面からの把握が必要になるといえる。   

利用度については身体的側面に関わる情報  
の傾向と同様の懐向がみられる。   

3）技能的側面に関わる情報   

技能的側面に関わる情報については（表  

3〕，「技術，戦術に関する認識度」，「自己の  

能力に関する認識度」といったプレーヤーの  
知識，認識の程度に関する情報が，「タイミソ  

グコソトロール能力」，「連続動作のスムーズ  

さ」などの実際の技術発揮に関する情報より  
も高い必要度を示していることが注目され  
る。この事から，大学のトップレベルにある  

プレーヤーには個々の技術の能力と同様に，  

あるいはそれ以上に知識，認識力といったも  

のが要求されているのではないかと推察され  
る。すなわち，高いレベルで競技が行なわれ  

れば，それに従ってより効果的で合理的なパ  

フォーマンスの発揮，そして綿密な作戦の計  

画が不可欠になってくるために，各種目の技  

術，戦術に関する深い認識や自己の能力の適  

確な判断といったものが重要になってくると  
考えられる。今回の調査対象は大学の監督・  

コーチとしたのであるが，これが高校，中学  

の運動部の監督・コーチを対象して実施した  
場合，どのような傾向がみられるか，非常に  

興味深い問題であろう。   

利用度については，身体的側面，心理的側  

面に関する情報と同様に若干の順位の違いは  
あるが，必要度とほぼ対応して利用されてい  

る傾向がみられる。   

4〕生活，環象，その他の情報   

生活，環境，その他の情報には，上記の3  

つの側面に含まれないプレーヤ〉の生活血や  

環境状態，履歴等の7さレーヤーを取り巻く社  

会的な情報が含まれている。これについてみ  

てみるとこ去4〕，上位20項目の中だけでも  

多様な情報が必要とされていることがわか  

る。「クラブにおける人間関係」，「一般的履歴」  

といったクラブ管理に必要な情報，「用具の使  

札 管理状態」，「悩みについて」といったプ  

レーヤー自身のプレー」こ直接関係してくる情  
報，あるいほ「進路について」， 「大学での学  

業について」といった大学運動部の指導者と  

して把捉しておかなければならない情報，と  

いったように非常に多岐多様なものがあげら  
れている。このように身体的，心理的，技能  

的な側面に関わる情報以外にも多くの情報を  
必要と感じていることが推察されるが，各項  

目の得点について他の3つの側面と比較して  

みると，全体的に低くなっている傾向がみら  

れる。この結果によれば，生活環境，その他  

の情報については身体的，心理的，技術的な  

側面の情報に比べて，それ程必要性を感じて  

いないという解釈がされるが，この点につい  

てはさらに深く究明する必要があろう。  

2．情報の収集方法について  

監督・コーチがプレーヤーに関する情報を  
入手する際，さまぎまな方法がとられる。そ  

こで実際にどのような収集方法が用いられて  
いるのかをたずねてみた。その結果を表5に  

示した。  

各側面とも「観察によって」，「プレ【ヤー  

との会話，面接など」の方法が最も多くなっ  

ている。自身による観察ヤプレーヤーとの会  

話，面接などといった方法は，測定や調査な  

どの方法に比べて簡便であり，日常的に行な  

える方法である。しかし，必要な情報を正確  

に入手するためiこは適確な観察力，プレー  

ヤとの円滑なコミュニケーショソが必要不  

可欠であり，監督・コーチの豊富な指導経験，  

研究心，優れたパーソナリティといったもの  
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が人きく影響してくる。従って，観察や会話  

による情報収集は比較的簡便であり，ヒ常的  

に行なえる方法ではあるが，一方では不正確  

な情報しか人手できないという危険性も含ん  
でいるのではないかと考えられる。  

3．種目類型別にみた傾向   

本調査で得られた結果を種目別類型別に集  
計した。種目の分類は，個人的種目（陸上競  

技，競泳，弓道，スキー等〕，集団的種目（バ  

スケットボール．サッカー，ノミレーポール等），  

相対的種目（柔道，剣道，テニス等）とした。  

ここでは技能的側面に関わる情報について取  

りあげ，考察を試みた。   

図4は種目叛型別にみた技能的側面に関わ  

る情報の必要度を示したものである。各項目  

において種目類型間に差がみられるが，特に  

「動体視力の優劣について」，「ペース配分の  

巧拙について」，「対人動作（敵との対応）の  

巧拙について」，「連係動作（味方との対応）  

の巧拙について」，また「競技規則の理解度に  

ついて」，「技術，戦術に関する認識度につい  

て」，「対戦相手の特性（対戦相手の技術，戦  

術，ウィクポイントなど）に関する認識度  

について」などの項目で顛著な差がみられる。  

「動体視力の優動こついて」の情報に関Lて  

は，敵や味方の動きな常に注目していなけれ  

ばならない集団的種目や相対的種目が，敵と  

の攻防というより個人のパフォーマンスの発  
揮が中心となる個人的種目より高い必要傾向  

を示している。また，陸上競技や競泳などの  

ようにペース配分の巧拙が勝敗を決する場面  
の多い個人的種目れ「ペース配分の巧拙につ  
いて」の情報で他の種目より高い必要傾向を  
示しているモ この事は，各後目によって必要  

な情報というものが異なっており，種目別に  

情報の種板を考えなくてはならないという本  
研究における今後の課題を示唆するものであ  

る。  

4．コーチレベル別にみた傾向   

調査対象の監督・コーチ45名をコーチ経  

歴，コーチ年数，チームおよびプレーヤーの  

成績などに基づいて3段階に分類し，コーチ  

のレベル別の傾向をみた。分腰に際してほ調  

査用紙のフェースシートに記入させたコーチ  
経歴によって行なった。レベル3というのは，  

指導するチームヤプレーヤーが全国大会にお  

いて入賞し，全日本代表，選抜チ【ムの指導  

を経験したことのある監督・コーチとした。  

また，レベル2は大学の大会等で入質経験が  

あり，全国大会の出場経験を持つ監督・コー  

チとした。レベル1はそれ以外の監督・コー  

チとし子ニ。   

図5は技能的側面に関わる情報の必要度及  

び利用度についてレベル1とレベル3の監  

督・コーチの比較を表わしたものである。こ  

れによると，必要度については顕著な差がみ  

られない。これはコーチのレベルというより  

も種目の違いによる影響が大きいためでほな  
いかと推察きれる。しかし，利用度について  

は必要度とは明らかに異なった傾向がみられ  
る。レベル3の方がレベル1に比べて全体に  

高いパーセンチージを示している事がわか  

る。つまり，経験豊富な監督・コーチの方が  

情報をよく利用している傾向を示しているの  
である。このことほ，競技力向上にとって，  

どのような情報が必要かな把握し，かつその  

情報をいかに適確に利用することが重要であ  
るかを示唆しているものと考えられる。  

ま と め   
以上の結果と考察を要約すると次のように  

なる。  

1．身体的側面に関わる情報でほ，身体的能  

力や体格に関する情報とl司様に，あるいほそ  

れ以上にプレーヤ【の健康面に関する情報の  
必要性が高かった。  

2．心理的側面に関わる情報では，競技の性  

質上，必要な情報と運動部という集団の中の  
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→員として必要な情報があり，両面からの情  

報収集が必要である。  

3．技能的側面に関わる情報では，プレ㌧ヤー  

の知識，認識の程度に関する情報の必要性が  

高かった。  

4．生活，環免 その他の情報では，非常に  

広範囲にわたる情報の必要性が示唆された。  

5．情報利用の傾向については各側面とも必  

要度の高い項目に準じて利用されている傾向  
がうかがえた。  

6．情報の収集方法についてほ，観察やプレー  

ヤーとの会話，面接が中心であり，このため  

に監督・コ【チの観察力やノミ－ソナリティが  

重要な要因となるであろう。  

7．種目類型別にみた傾向ではそれぞれ特性  

があらわれており，各種目によって必要な情  

報が異なっていることがわかった。  

8．コーチレペル別にみた傾向では、経験豊  

富な監督・コーチほど利用度の高い傾向がみ  

られた。   

以上のことが本調査によって明らかにされ  
た。今回の調査では必要な情報の項目抽出と  

いう作業が大きな要点となったが，暗中模索  

の作業であったために終ってみれば不備な点  
が多かったように思う。しかし，この調査に  

よって本研究を今後すすめていくための方向  
性というものが示唆されたと思う。今後はさ  

らに情報の吟味，整理をすすめ，対象を拡大  

し，また，他チ【ムの情報，環境的情報など  

へも着手していく必要があろう。こうして  

コーチング情報というものを確立していくこ  
とは，コーチングにおいて有益な手助けのひ  

とつになるものと考える。  

参 考 文 献   

1）猪飼道ま他，種目別現代トレーニング，大修  

館書店，1968。  

2〕オゾリノ，N．G．，岡ふ正巳訳，スポーツマ  

ン教科書，講談社，1966。  

3〕01senZTimmer，lnternationalbulletinof  

SpOrtSinformationL 34，1982。  

4）勝部篤美．粂野豊編，コーチのためのスポー  

ツ人間芋，大修館書店，1981。  

5〕黒田善雄編，コーチのためのスポーツ医学，  

ノこ惟経書店，1981。  

6〕高橋 彬，藤田紀盛，体育の解剖学，日本体  

育社，1974。  

7：Broekhoff，］．，Ways and means of org－  

anizing a systen forthestandardized coIA   

lection ofdocumentationin physicaledu－  

Cationandsport．1980。  

8、）前川峯雄他編，現代コチソグ，体育の科学  

杜，1962。  

9）松井秀治縮，コチのためのトレ㌧ニソグの  

科学，大修館書店．1981。  

10〕松田岩男編，スポツと競技の心理，大修館  

書店，1979。  

11）松田岩男他，スポーツマンの体力測定，大修  

館書店，1965。  

12）宮下充正，大築立志，スポーツとスキル，大  

修館書応，1978。  

13つムーア，J．Ⅵr．，松田岩男訳，スポーツコチ  

の心理学．大修館書店，1973。  

14）ローサー ，J．D．，松田岩男汎 コチの心理  

学．ベースボールて∵がニンン社，1961。  

一 78 －   



図1 スポーツ情報の受け幸   

一 一  
上、．∴  

施設，用具など  

天候上気象など  
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図2 コーチング情報の分類  

園3 コーチが受けとるプレーヤーに関する情報  
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仁〉 プレヤーの知覚・認知推力lこ髄する情報  

動体視力のさ劣について  

中心祝の稚か適確な注視傾向）について  

筒辺視の能力摘辺視野の広き）について  

時間評価の能か経貞，所要時間の評価能力）について  

虎度磨▲越Lの能力について  

距■．編嵐緒りの能力について  

筋九刀t見積りの能力（自分の発托Lた筋力やR己に  

かかる力iを見横る能力）について  

身体の位置と酪勢認知の能力（臼分の体位を建知する能  

力〕について  
上史応時間について  謝雇による  

聴覚による  

触覚による  

＋ 個人的種目   

I l集団的種目  

… 相対的書目   

Z）プレヤのモー術発揮の様相に関する埼穫  

タイ ミングコントロール能力一こついて  

リズム感の良悪について  

ペス配分の巧拙について  

動作の柔かさについて  

動作速度について  

連続的動作のスムーズさについて  

＃一作の正キ性について  

動作修正の曾E力について  

フォームの良悪について  

対人動作（たとの対応）の巧拙について  

遵係動作（味方との対応）の巧拙について  

3）プレヤの知■諾■度に関する情ギ  

蛙技規則の珪暢まについて  

技術▲ 戦術に関する諾薫よについて  
対戦相手の特性（対u瀬手の技術．戦術．ウィークポイ  

ントなど）に関する測度について  

式台条件に網する慮■度について  

自己の能力に朗するIl■憂について  

自チーム（叫手性（目チームのプレーヤーの技術．戦術、  

ウ｛クポイントなど）に関する泣故度について  

図4 種目類型別にみた技能的側面に関わる情報の必要度  
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□  利用度  （翳）  

0  100  

動体視力の優劣について  
中心視の能力（適確な注視傾向）  

について   
周辺視の能力（周辺視野の広さ〕に  

ついて  
時間評価の能力（経過，前書時間  

の評価能力）について  

速度見越しの能力について  

距離，偏見観りの能力Iこついて  

筋力．力丘見横りの能ノバ自分の条拝  

した箭ノノや白〕にかかるプJ皇を見積る  

能力）について  

身体の位置と姿勢認知の能力（自分の  

体位を認知する能力）について   

反応時間について  
〔Ⅰ）視覚による  

〔2）聴覚による  

（：う）触覚による  

＋ レベル1  

■    ■ レベル3  

タイ ミングコントロ】ル能力について  

リズム感の良悪について  

ベス配分の巧拙について  

動作の柔かさについて  

動作速度について  

連続的動作のスムーズさについて  

動作の」F確附こついて  

動作修正の能力について  

フォームの良妻について  

対人動作（敵との対応）の巧拙こついて   

連係動作（味方との対応）の巧拙   
について  

競技規如の難度持ついて  

技術．戦術に関する認譲齢こついて   

対戦相手の特性（対戦相手の技術．   
戦術．ウィクポイントなど）に   

関する認濃度について   
試合条件に関する認議附こついて  

自己の能力に関する認■度について  
自チームの特性（白子ームのプレーヤ  

ーの技術，戦術．ウィークポイント   

など）に関する認識度について  

図5 コーチレベル別にみた技能的側面に関わる情報の必要度および利用度  
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表1身体的側面に関わる情報の必要度および利用度  

′仏 軍 11  利 用l堤   
J苅 田   得【」高   〕了1 日   相 月、   

1故障の肯机けdよぴその悶所   66  大腿のパワー   35   

7芙方ぢの‥持爪けJよぴその閻所   63  身長   35   

持す万力   59  イ本桐   34   

欣雄性の煤劣   58  疾帽の宥和け∂よぴそのn札所   33   

昂艮   57  神祇刀   31   

イ本嗣   56  礁7兼仰の優劣   31   

犬用の筋力   55  跳蹄けプ（再思跳び）   30   

現任の樺労度   55  大月退の筋力   29   

巧相性の涯劣  55  29  

跳澗力（招贋跳甘  53   28   

大月握のパワー   52  走力（∫C旬）   28   

下腿のパワー   52  五指石三の相野題   27   

大腿の肌用久力   51  大腿の循持久力   27   

r！【い石棺   50  1引町姓の憧；ぢ   26   

薙刀（∫Om）   50  下月退け封  2 6   

下腿の耶力   49  鵡膵の＝有力桐6よぴその閻所   26   

足首の才；軌倒二   49  順筋力   25   

現任のイ′ト訂．冒   4 9  下腿のパワー   25   

」二脾包の描力   48  下腿のm力   24   

伯絹力   48  ヒ戊七のパワー  24  

l釦甘軋の傑班  24  

現任の休閑  24   
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表2 心理的側面に関わる情報の必要度および利用度  

′臥 可空 」α  利 用 ぷ   
〕刀 冒   得 点   】Ti 目   ★ソ 十十十   

リータ■－シップ／   63  111い斗   33   

持久倒三、忍耐力   62  喜rl星利昭決欲求   3 2   

脳享利子次刃ミ   61  リーダーシップ   31   

自己統制力   60  持久性、忍耐力   31   

従一個性   58  澗利彿灘   31   

対人的知儲  57  31  

狐闇椚決徴求  57   31   

田任感   57  従一欄唖   30   

気負い、力みやすい傾向か   57  対ノ＼的如1石臼   30   

決陀斥力   52  気負い、力みやすい帆司か   3 0   

Ⅲ力作的側1開   50  穴面目さ   

ぎ壬面冒さ   50  動作的抑鮎   

自信   50  決晰力   

協鍋性   50  自信   

内閉性   50  動労7決求   

富詔灘憫1百日   47  身抹的価値閻魔   

声臭うつ的傾向   47  身体的欲求   

動労壬欣求   46  吉喜三相勺対1餉   

侶相性   44  結界主な気にしす－ぎるー椚向か   

鼻休酌価瀾灘闇  43  

柁無を気にしすぎる協同か  43   

28        26        25        25        25        25        2 5        24        24  
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表3 技能的側面に関わる情報の必要度および利用度  

必 粟 度  利 用 r仔   
明 日   得 点   ユ刀 目   得 点   

技術・廿描こ関する詑派腰   62  フォームの良怒   29   

自己の餉刀に関する宍．召捕瓜   61  タイミングコントロール偶力   28   

タイミングコントロール能力   5 8  自己の髄力に関する謂和英   28   

連続的動作のスムーズさ   56  は純∴明朗研こ関する謂君偶度   27   

剃作修正の能力   56  削作の柔かさ   26   

刑作のfE膵性   55  連続的動作のスムーズさ   26   

動作の葬≒かさ   55  掛作の正補佐   26   

リズム幕の良問   51  拙作修正の郡力   26   

試合条件に関する詑純度   51  対■粗相手の特性に関する詑派塵   24   

対人動作の巧拙   49  リズム感の良恐   23   

象竜】支規則の耶耶塵   49  捌作速度   22   

柑箆による反応城川ロ   48  是孝枝規則の那僻腰   22   

フォームの良怒   48  視’花による反応脇Ⅷ   21   

距離・l幅見照0の鎚力   46  対人動作の巧用ii   21   

動作速庇   4 6  試合条件に関する謂澗塵   21   

自チームの1苛性に関する三郎鶏贋   46  自チームの特性に関する謂純度   21   

適度見蘭しの能力   45  小心睨の髄力   18   

対牒糾甘事の特使に関する詑純度   45  距J耶・】瞬見憤りの細力   18   

中心拍の青白力   44  計休他聞と姿艶の詑知能刀   18   

身体借問と姿勢の詑畑根力  44   ペース祀分の巧拙  17  

班飛制作の巧Ⅲl  17   
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去4 生活・環境，その他の情報の必要度および利用度  

ノ外 要 Jげ  利 用 ぼ   
】項 目   視 点   ，境 目  得 点   

クラブにおける人仕り関係   クラブにおける人けu関係  28   

用具の使用、管理状髄  47  

悩みにフいて  46   27  

一般的股歴（虻名、生年月日など）  43  進柁について  24   

進路について   42  大学におりる周躇（学年、学部など 23   

生活髄脳について   41  クラブ内での役割について  22   

大学での学訂享について   38  悩みについて  22   

クラブ内での役割について   37  高佼時の運動歴  21   

大学における限腰（単作、学部はど  37  大学での単発について  20   

高校時の運動歴   36  召三宿閻魔について  1g   

家族についての楢摘（住所、巌清朝  34  

況ミ勘  況等）   

食当三活について  34   18   

砧牒、娯消について   33  趣味、娯主捌こついて  18   

層位状況   32  服装の状闇  

閥粥の状髄   32  交通手偏  18              17l   
大学内における人Ⅷ関係   31  食望三活について  16   

交沌手闇  29  15  

精憐状況  27  14  

比身接における人間閲疏  21  12  

家族との八州関係  20   10   
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